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パ ネ ル発 表2003 .11-15,16

法 隆寺 金 堂 壁 画 ・山 中羅 漢 図(1号 大 壁 上)の

原 寸 復 元 イ メ ー ジの 提案

松田真平/㈱ICD現 代デザイン研究所

『デ ザ イ ン理論 』44/2004

1.復 元 イメー ジ制作の目的

火災で失われた7世 紀の名画 を,将 来 日本

画の手法 で焼失直前の状態に再現す るための

元にな る資料 を,CG技 術 によ り,で きる限

り正確に作成す ることが主 な 目的である。

◎使用機器 とソフ ト

<機 器>MacintoshG4Cube,

〈ソ フ ト>AdobePhotoshop5.0,

AdobeIllistrator8.0.

2.サ イ ズと素材 につ いて

平面(ロ ー ル紙 にイ ンクジェッ ト出力)

縦 〔左辺〕(72,8c皿)× 横(264.8cm)=原 寸

上記サ イズは,罹 災前の金堂 初層1号 壁上

の拱間壁で,縦 は頭貫の ヒ辺か ら一通肘木 の

下辺 までの垂直距離,横 は大斗間の水平距離。

いずれ も部材 の規格寸法 と柱間実測値(皿 斗

心=各 々の柱 の上 に乗 る大斗付皿斗 の中心 間

距離)を もとに,法 隆寺大鏡 〔文献1〕 所収

の当壁画全体写真 と照合 しなが ら綿密 に計算

した もので ある。

現在の金堂 は,昭 和修理 により柱間の直線

上 のず れや 柱 の傾 きが補正 されて い るため

(竹 島,1975〔 文献2〕),こ の 位置 の壁 につ

いては,修 理前の金堂の壁に比べ縦が0.6c皿,

横が4.8c皿程,長 くなっている。そのため,

現在の金堂で,こ の壁画の再現を試みようと

した場合,原 画の正 しい大きさを厳密に守る

立場に立てば,絵 の周囲と部材の間に若干の

余白が生 じてしまう。 もし,こ れを避けて,

現在の壁の大きさにバランス良 く収めること

を再現の前提 とするな ら,も との絵を少 し

(102%)拡 大して模写画を作成する必要があ

る。

手順としては和紙に岩絵の具で描き,現 在

金堂の上層の小壁に貼 り付けられている飛天

模写(昭 和46年 完成)と 同じような方法で,

法隆寺から文化庁に現状変更の届け出を出し

てもらい,該 当する壁 に強力なボンドで貼り

付けて復元することが望ま しいと思われる。

3.壁 画のオ リジナルについて

挟間壁の山中羅漢図18面 は,昭 和の初めの

時点で,す でに図様が明 らかなものが数面残

るのみであったが,昭 和24年 の罹災後,絵 の

輪郭がわずかに残った壁(3号 壁上や11号 壁

上など)も あるが,こ の最 もよく知 られた1

号壁上の羅漢図については,火 災の熱と消防

写真1原 寸復元イメージ(筆 者 による)

図1描 き起 こし(筆 者による)
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ポ ンプの放水 によ り,表 層が殆 ど完全に崩落

し,細 か く砕 けて しまった ことが報告 されて

お り,オ リジナルの破片照合 も未着手である。

この壁 につ いて2,3の 報 文を ここに引用 し

てお くことにす る。 「火災 で落 ちたのは,二

羅漢 が対座す る横長の壁の方が多 く,現 在極

めて一部 を残す の み。[火 災 当 日の状 況]」

(亀 田,1949〔 文 献3〕)。 「金堂 に火災がお こ

り,羅 漢 のいる山景図 もその後 ほどな くくず

れ落 ちてあ とかた もな くな った。」(田 中,

1958〔 文 献4〕)。 「1号 壁 のk,上 壁 は全 く

剥 げ,下 壁が見 えて いる。[火 災2カ 月後 の

調査]」(久 野,1953〔 文 献5〕)。

4.色 と線の復元 方法 につ いて

この羅漢図 につ いては,火 災前の白黒写真

や模写が複数 あり,そ の概要を知 ることがで

きる。 春 山(1947)〔 文 献6〕 に掲 載 され て

いるカラー部分写 真 と明治 と昭和 の模写(桜

井香雲 と新井勝利)か ら色彩を判定 し,羅 漢

の指先等,剥 落の多い部分は,模 写 と写真 を

精査 し,壁 の質感 を可能な限 り拾い上げなが

らCGで 復元を試 みた。

5.図 様 に関する知見

右側羅漢の右手 は中指 と親指をあわせ てお

り,持 物 は何 も持 ってお らず,敦 煌 ・第97窟

の第二尊者 像 の右手 とほぼ 同 じ印相 であ る

(文献7,写 真2)。 左 側羅漢は,左 手 を挙 げ,

右 手 も胸の前 あた りまであげているが,桜 井

香雲の模写では この両手 が省略 されている。

背景の 山の形は,右 側は法隆寺 付近か ら見

た二r.山 の雄岳(前 ペー ジ下の図1の 注1)

の 形 に,左 側はそれに連 な る大和葛城 山(同

注2)の 山並の形 と似 てい る。背景 の右側 の

山の稜線 にそ って,櫛 状 の樹の幹 が並ん で描

かれていた痕跡 もあ り(同

注3),中 央 背景 にあ る1

本 の樹木 に,葉 を散 らした

跡 が あることも確 認で きた(同 注4)。

な お,こ の壁画 の山岳表現を特徴づ けるキ

ノコ状の葉叢 とS字 状 に彎曲 した紅色の樹幹

の形 は,ア カマツのイメー ジか と思 われ るが,

中 国の敦煌 や朝鮮半 島にそのルー ツが見出 さ

れ(写 真3～5),7世 紀 の百済の 山岳 文博

や,高 句麗壁画に も類似する様式が見 られ る。

羅漢 の顔 は中央 ア ジア人風で,そ の様式が シ

ル クロー ドを通 って西方か ら伝え られた こと

を物 語 っている。
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